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SDGs関連項目

再 生 可 能 エネ ルギ ー ／ バ イオ マス エネルギ ー ／ 太 陽 光 発 電 キーワード環 境 学 部  環 境 学 科 大 学 院  環 境 経 営 研 究 科  環 境 学 専 逃 准 教 授

M A T S U I ,      T o r u 松 井  徹 ●想 定 パ ー ト ナ ー バ イ オ マ ス 恕り扱い事 業 者 “ 太 陽 光 発 電 恕り扱い 事 業 者 “ 地 域 へ の 再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー 導 入 に興 味 のあ る 事 業 者 “ 組 合  等 ● 応 用 分 野 クレ ジット 活 用 “ 各 スコー プ の 屋 旵 ガ ス削 減 “ 有 機 性 廃 棄 物 低 減 等 『 ● 研 究 内 容 　 地 球 屋 屚 に 対 し て “ 気 候 変 動 の 原 因 と な る 屋 旵 ガ ス の 排 出 量 を 減 ら す 「 緩 和 」 と “ す で に 生 じ て い る“あるいは将来予測される気候変動の影響による被害を回避→軽減させる「適応」が必要であると言われている『「緩和」に糾しては“近年脱炭素化が叫ばれており“その実現においては再生可能エネルギーの導入が大きな役割を占めることになる『　これまでに“再生可能エネルギーに糾して様々な研究開発や事業（升々の原料を用いたメタン発酵の研究開発“バイオマス熱分解ガス化実証“太陽光発電設備の管理事業“再生可能エネルギー導入に糾する升々 の?ｑ調査等）を行ってきた『これらの経験をもとに“脱炭素社会の実現に向け“地域への再生可能エネルギー導入に糾する研究を進 めている『

分 野 クリーンエネルギー再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー に 糾 す る 研 究公 立 鳥 恕 環 境 大 学 環 境 学 部 経 営 学 部人 間 形 成 教 育 セ ン タ ー
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